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　芸術文化に触れて豊かな心を育む

　文化遺産と歴史を未来に受け継ぐ

 学 校 教 育

社 会 教 育



 １ 

教育施策の方針と重点施策 

 

 昨年の東日本大震災は多くの教訓を私たちに残した。甚大な被害に立ち

向かう人々の姿を通して、私たちは人と人との「つながり」や「絆」の大

切さを、改めて認識することができた。  

 過去の歴史を後世に伝えながら、日々の生活の中では人と人とを結ぶ営

みを大切にし、子どもからお年寄りまで、生きがいを持って生活できる地

域を創ることは、教育に課された大きな課題である。その重責を果たすべ

く、平成２４年度も学校と家庭、地域との結びつきを強めながら、子ども

たちの健やかな育ちと生きる力をつけていきたい。 

 

 教育施策の目標理念「自己有用感を育む三位一体の教育」、学校教育

の施策方針「自己有用感、豊かな心、創造力を育む学校教育」、社会教

育の施策方針「市民の豊かな心と創造力を育む社会教育」はそのまま継

承する。  

 

 

 学 校 教 育  

 

１１１１    学校教育学校教育学校教育学校教育のののの施策方針施策方針施策方針施策方針     

        自己有用感自己有用感自己有用感自己有用感、、、、豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心、、、、創造創造創造創造力力力力をををを育育育育むむむむ学校教育学校教育学校教育学校教育（（（（２２２２年次年次年次年次））））  

  「田川市学力向上プロジェクト」では、子どもたちの実態にもとづ

いた指導方法の工夫改善を図る「授業改善の指針」などを活用しなが

ら、就学前と小学校及び中学校との連携を深めてきた。  

 平成２２年度よりスタートした市費雇用の教職員配置は、平成２３

年度は、小学校では４年生までの少人数学級を実施することができ

た。また、新たに中学校での配置をすることができ、中学校２年生ま

での少人数指導を行うことができた。  

 その結果、小学校低学年での国語や算数での伸びや、標準学力検査

などの結果も、全体としてこれまでと同様の成果を見ることができ

る。  

 また、小学校６年生と中学校３年生で実施している「全国学力・学

習状況調査」の結果では、基礎的な学力の定着や、知識を活用し自分

の考えを表現するなどの面については、これまでと同じ傾向で、依然
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として課題が残されている。しかし平成２３年度では、課題となって

いた中学校で正答率の上昇が見られた。  

 子どもたちの基本的な生活習慣の定着についても、同じように、家

庭での学習時間や規範意識の育成などについて課題が残っている。そ

れらの課題解決のために、家庭や地域と一緒になって、学習時間を増

やす取組や規範意識を育てる取組を行っていきたい。これまで田川市

が大切にしてきた「学校・家庭・地域」が一体となった教育活動を継

続し、伸び伸びとした育ちの中で、子どもたち一人一人の個性や学力

を伸ばしていきたい。 

 学校では、児童・生徒に生きる力の育成を図り、信頼される学校づ

くりに努める。また、基礎・基本の学力の定着を図るとともに、「確

かな学力、豊かな心、健やかな体」の育成に向けて、知識・技能、思

考力・判断力・表現力のバランスのとれた児童・生徒の育成に努める。 

 家庭では、保護者の責任のもと、学校と協働して、健全な生活習慣、

善悪の判断力、自制心、思いやりの心などの基本的な倫理観や規範意

識を育てていく。 

 地域では、地域の教育力を発揮し、郷土の担い手としての子どもた

ちを守り育てる。地域から守られ期待されている存在であることを子

どもたちが自覚し、自分の生まれ育った郷土を好きになり、郷土のた

めに活動する人材を育成する。  

 子どもたちの自己有用感を育て、豊かな心と創造力を育むには、こ

のように学校と家庭、地域が主体性を持って取り組むとともに、三位

一体となって幼児期から愛情を持って接し、多くの体験を積み重ねな

がら、自己存在感や自尊感情を培っていく必要がある。  

 以上のような基本目標のもとに、平成２４年度の学校教育の重点施

策として、次の４つの柱を設定した。 

 

２２２２    学校教育学校教育学校教育学校教育のののの重点施策重点施策重点施策重点施策    

 

   ⑴⑴⑴⑴    第第第第ⅢⅢⅢⅢ期学力向上期学力向上期学力向上期学力向上プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトををををスタートスタートスタートスタートしししし、、、、組織組織組織組織のののの充実充実充実充実     

及及及及びびびび教教教教職員職員職員職員のののの指導力指導力指導力指導力のののの向上向上向上向上をををを図図図図るるるる。。。。     

            ⑵⑵⑵⑵    確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力、、、、豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心、、、、健健健健やかなやかなやかなやかな体体体体のののの育成育成育成育成にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。     

            ⑶⑶⑶⑶    地域地域地域地域にににに根根根根ざしたざしたざしたざした幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園・・・・保育園保育園保育園保育園（（（（所所所所））））・・・・小学校小学校小学校小学校・・・・中学校中学校中学校中学校     

などのなどのなどのなどの連携推進連携推進連携推進連携推進をををを県立大学県立大学県立大学県立大学のののの協力協力協力協力のもとのもとのもとのもと進進進進めるめるめるめる。。。。     

            ⑷⑷⑷⑷    地域地域地域地域とととと連携連携連携連携するするするする教育教育教育教育、、、、及及及及びびびび教育内容教育内容教育内容教育内容のののの充実充実充実充実とととと教育環境教育環境教育環境教育環境     

のののの整備整備整備整備にににに努努努努めるめるめるめる。。。。    
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⑴⑴⑴⑴     第第第第ⅢⅢⅢⅢ期学力向上期学力向上期学力向上期学力向上プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトををををスタートスタートスタートスタートしししし、、、、組織組織組織組織のののの充実充実充実充実及及及及びびびび教教教教     

職員職員職員職員のののの指導力指導力指導力指導力のののの向上向上向上向上をををを図図図図るるるる。。。。  

   「学力向上プロジェクト」は第Ⅲ期目に入る。これまで小学校と中

学校の連携を深めながら取組を進めてきたところである。その結果、

基礎的な学力の定着や、知識を活用し自分の考えを表現するなどの

面について、依然として課題が残されているが、成果も見え始めた。 

 学力の向上は教育活動の総体としての結果である。学校における工

夫ある教育課程の編成・実施や教職員の指導力向上、及び家庭、地域

と結びついた特色ある教育活動の充実を図っていく。  

 ３５人学級について、国は平成２４年度については小学校２年生ま

での実施予定である。田川市教育委員会としては政府の動向を見守

りながら、３５人学級の充実・拡大を関係機関に働きかけていきた

い。  

 一方、本市独自の取組では、３５人学級及び少人数指導によるき

め細かな指導について、平成２３年度市費雇用により小学校は４年

生まで、中学校は２年生まで配置できた。平成２３年度の検証を行

い、効果的な指導及び教職員配置について年次計画を立てながらそ

の充実を図っていく。  

 具体的には次の４つを重点施策とする。  

 第１は、学力向上プロジェクトの報告会の実施、及び課題を把握 

する。  

 平成２４年度は猪位金校区と金川校区で報告会を実施する。小学校

と中学校との連携を深めながら子どもたちの実態を把握し、授業の改

善や家庭学習定着のための取組を行う。その結果、成果として確認で

きたこと、未だ課題として残されたものについて考察する。  

 第２は、第Ⅲ期学力向上プロジェクト実施にあたり、プロジェクト

チームの組織を充実させ、実効ある学力向上に取り組む。  

 田川市学力向上プロジェクトチームの組織の充実を図り、田川市の

学校が一体となって取組を進めることで、子どもたちの基礎・基本の

学力の定着を図る。  

また、これまで取り組んできた就学前教育機関、小学校、中学校、

県立大学との連携をさらに進め、基本的な生活習慣の育成や、学習規

律、規範意識の育成を図る。  

  第３は、教職員の指導力向上へ向けて、研修会の実施とその充実を 

図る。 

各学校での自主的な研修体制を見直し、小学校と中学校と連携のも
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と、「個人カルテ」の整備や「授業改善の指針Ⅱ」の有効活用を図る。 

また、「田川市教科等研究会」においての合同研究の推進を図る。 

   今年度は中学校で新学習指導要領による新教育課程が本格実施と

なる。改訂の趣旨を再確認しながら、子どもたちの学力向上を目指す。 

  第４は、市費雇用教職員を活用した少人数学級、及び少人数指導に

よるきめ細かな指導の実施と検証に取り組む。  

 子ども一人一人の個別課題を把握するために「個人カルテ」は常に

整備し、活用され、子どもの実態と指導の過程や現状が反映されなけ

ればならない。そのためには少人数学級編成による子どもの実態把握

と、個に応じた指導が必要である。その上で、基礎・基本の学力の定

着や思考力・判断力・表現力の育成に効果的な少人数学習・学級の指

導に取り組んでいく。  

 

⑵⑵⑵⑵    確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力、、、、豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心、、、、健健健健やかなやかなやかなやかな体体体体のののの育成育成育成育成にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。     

 子どもたちに「生きる力」を育むため、言語活動、算数・数学や理

科教育、道徳教育、体験活動、外国語教育等の充実を図り、確かな学

力、豊かな心、健やかな体の育成に努めていく。  

 具体的には次の４つを重点施策とする。  

 第１は、確かな学力の育成に努める。  

 各学校で「特色ある教育」を展開し、子どもたちに基礎的・基本的

な内容を確実に身に付けさせ、自ら学び自ら考える力などの「生きる

力」を育む。そのためには、知識や技能の習得とともに思考力・判断

力・表現力の育成を重視していかねばならない。  

 学習時間についての調査では、家庭で全く学習しない児童・生徒が

いることから、家庭と連携しながら、学習時間を確保する取組が必要

である。学校で与える課題の出し方について、家庭の理解もいただき

ながら工夫していきたい。  

 第２は、豊かな心の育成に努める。  

 現在の児童・生徒については、生命尊重の精神や自尊精神の乏しさ、

基本的な生活習慣の未確立、規範意識の低下、人間関係を形成する力

の低下等、心の活力が弱っているとの指摘がなされている。こうした

課題に対応するため、道徳教育や体験活動の充実など、「豊かな心」

の育成を図らなければならない。  

 そのために、他人を思いやる心、生命や人権を尊重する心、自然や

美しいものに感動する心、正義感や公正さを重んじる心、勤労観・職

業観など、子どもたちに豊かな人間性と社会性を育むための教育を実
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現する。  

学校では校長を中心に、学校総体で規範意識の高揚に取り組みなが

ら、子どもたちの問題解決を図るための生徒指導組織の機能強化を図

る。 

また、家庭との連携はもちろんのこと、校区活性化協議会及び学校

サポート協議会、青少年対策室、関係機関・団体と提携して、喫煙・

薬物等の防止や暴力団排除等の指導にあたる。  

 さらにきめ細かな相談体制を確立するため、カウンセラーなどの専

門家との提携を図る。  

 第３は、人権を大切にする教育とその啓発に努める。  

 学校の教育活動全体を通して、子どもたちが共生の心を身につける

とともに、自分らしさや能力を十分発揮し、人権問題を主体的に解決

していく力を育てる。  

 特にいじめをなくす取組は重要である。「いじめは人間として絶対

に許されない」を第一の基本認識とさせ、いじめのない学校風土を構

築する。  

 近年、社会の情報化の中で新たな人権侵害や、虐待などの社会的な

問題が起きており、そのような課題に対応する態度や能力を育てる。 

 第４は、健やかな体の育成に努める。  

食育、体育を通して、食習慣、運動習慣の向上と体力づくりに努め

るため、平成１８年度に「田川市立学校食育推進委員会」を立ち上げ

た。各学校及びＰＴＡの努力により、小・中ともに朝食の欠食率は大

きく改善してきた。学力向上プロジェクトでは、生活習慣と食生活の

改善が学力向上の基礎であると捉え、就学前からの食育の推進を継続

する。  

 子どもたちが、食に関する理解を深め、日常生活で実践していくこ

とができるようにするためには、地域の教育力を活用しながら指導を

行い、学校で学んだことを家庭の食事で実践していく力を育てる。そ

のために、子どもたちが保護者と協力しながら「自分で弁当を作る」

等の取組を、ＰＴＡ協力のもと取り組む。  

 また、平成２３年度に実施された全国体力・運動能力・運動習慣等

の調査結果によれば、田川市の子どもたちの体力・運動能力は、改善

は見られるものの課題は残っている。日常の生活習慣や食生活の改善

を図りながら、子どもたちの体力・運動能力の向上に努める。  

    

⑶⑶⑶⑶     地域地域地域地域にににに根根根根ざしたざしたざしたざした幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園・・・・保育園保育園保育園保育園（（（（所所所所））））・・・・小学校小学校小学校小学校・・・・中学校中学校中学校中学校などのなどのなどのなどの連連連連
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携推進携推進携推進携推進をををを県立大学県立大学県立大学県立大学のののの協力協力協力協力のもとのもとのもとのもと進進進進めるめるめるめる。。。。     

 集団での教育は幼稚園・保育園（所）がスタートであり、幼児期の

教育はその後の学校教育での子どもの成長に大きな影響を与える。就

学前教育と小学校教育及び中学校教育とが連携を密にし、県立大学の

協力のもとで子どもたちの健やかな成長を見守っていかねばならな

い。平成２６年度の新園開園を目標に、就学前教育の充実を図ってい

きたい。  

 第１は、幼稚園・保育園（所）・小学校との連携による、子どもた

ちの基本的生活習慣の確立と小一プロブレムの解消に努める。  

 就学前実態調査結果では、例えば遊び体験と数概念、生活習慣と言

葉の力に相関関係が見いだせるなど、就学前における子どもたちの生

活の有様が、その後の基本的な生活習慣の獲得と学力の定着に、大き

な影響を及ぼすことが明らかになった。このことを受けて、子ども同

士の交流活動や、教職員の交流、教育課程の編成、指導方法の工夫等

を行いながら、小学校と幼稚園・保育園（所）との連携を強めていく。 

 第２は、小学校・中学校の連携により、学習指導の連続性や接続性

の円滑化を図り、中一ギャップの解消に努める。  

 小学校と中学校との連絡会の定例化と定着化を図りながら、学習指

導や生活指導に関する共通課題の把握に努める。また、小学校・中学

校の授業交流や行事の交流を行い、中一ギャップの解消に努める。  

 本市では、８中学校区にそれぞれの地域固有の歴史・文化的な特性

がある。地域特有の良さや課題について、小学校と中学校が共通理解

を深める。  

 第３は、幼稚園・保育園(所)・小学校・中学校と県立大学との連携

の深化を図る。  

 平成２１年１２月に県立大学において、社会貢献ボランティア支援

センターが開設され、平成２２年１０月には田川市と県立大学との包

括的連携に関する協定が結ばれた。すでに県立大学と幼稚園、小学校、

中学校との連携は進んでいるが、今まで以上に、田川市内にある教育

機関と県立大学との連携を深めていく。  

 

⑷⑷⑷⑷    地域地域地域地域とととと連携連携連携連携するするするする教育教育教育教育、、、、及及及及びびびび教育内容教育内容教育内容教育内容のののの充実充実充実充実とととと教育環境教育環境教育環境教育環境のののの整備整備整備整備にににに努努努努

めるめるめるめる。。。。     

   地域社会は、子どもたちが大人や様々な年齢の友人と交流し、自然

とのふれあいや遊びなどを通して、多様な人間関係を体験するととも

に、様々な生活体験・社会体験・自然体験を積み重ねる場である。 
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しかし、近年の少子高齢化が進む社会の中で、家庭や地域における

子どもたちの育ち方も変化してきた。自然体験や生活体験が不足して

いることから、子どもたちの情操や人間性を育むためには、学校と家

庭、地域との連携は欠かせない。  

 また、学校での教育内容の充実や教育環境の整備の面から、学校の

規模適正化についての取組を鋭意進めなければならない。  

 第１は、各校区の教育課題の克服をめざし、学校と地域との連携を

深める。  

 学校での全ての教育活動を通して、ゲストティーチャー等、それぞ

れの校区の特色を生かしながら、学校と地域とが連携し、子どもたち

の健やかな育ちと、教育課題の克服をめざす。  

 区長会や校区活性化協議会が中心となって行う地域事業では、子ど

もたちの健全育成をめざし、校区の課題克服のため、学校と地域との

連携を推進する。  

 また、子どもたちに地域との良い出会いをさせるためにも、人権を

大切にする教育と啓発に取り組む。  

 さらに、ＰＴＡ連合会や関係機関との協働のもと、子どもたちの生

活習慣、家庭学習の定着のために、「“新”家庭教育宣言」等の取組

を継続しながら、「手作り弁当の日」の取組を行う。  

第２は、学校評議員との連携と外部評価の積極的な活用を図る。 

学校評議員は校長の求めに応じて、学校経営や教育活動について改

善につながる具体的な意見を述べ、アドバイスなどを行うものであ

る。平成１４年度に田川市でスタートし、平成１７年度からは「田川

市学校評議員連絡会議」で学校評議員の研修や情報交換を行ってき

た。  

地域からの外部評価を取り入れ、学校の説明責任を果たし、地域に

信頼される開かれた学校づくりを推進する。  

 第３は、安心して学べる学校づくりを推進する。  

 子どもたちの登校時の立哨や、下校時における「安全・安心のパト

ロール活動」が積極的に展開されている。青色パトロールカーの運行、

「田川市まちぐるみ子ども安全連絡会議」の組織的な取組など、子ど

もたちを守る地道な活動が定着してきた。こうした地域活動が功を奏

し、事件、事故の発生を未然に防いでいる。これまでの取組をさらに

深め、不登校対策、自立支援、非行防止などについて、関係機関と連

携して、子どもの健全育成に努める。  

   また、太陽光発電施設の設置を小学校２校で行うことができ、その
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有効活用を図っているが、さらに、日常生活における節電対策等につ

いても推進しなければならない。  

 第４は、教育内容の充実と教育環境の整備を図るため、小中一貫教

育、学校規模の適正化を推進する。  

 平成１８年の「田川市立における学校適正規模について」の審議会

答申を受けてすでに６年が経過した。この間の小中一貫教育について

研究をもとに準備委員会を立ち上げ、取組を進めたい。  

また、田川市の未来を託す子どもたちの最良の教育条件を整備する

という観点から、幼児教育及び小・中学校の在り方について、市民

と検討していきたい。  
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 社 会 教 育  

 

１１１１    社会社会社会社会教育教育教育教育施策施策施策施策のののの目標理念目標理念目標理念目標理念 

市民市民市民市民のののの豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心とととと創造創造創造創造力力力力をををを育育育育むむむむ     

平成２３年度から本市の長期的なまちづくり指針となる田川市第

５次総合計画がスタートしたことに合わせて、新たな目標理念を掲げ

社会教育施策に取り組むこととした。この田川市第５次総合計画の中

で、まちづくりの考え方の柱の一つとして生涯学習の推進が据えられ

たことから、第５次総合計画でめざす将来像実現のため、前期基本計

画に掲げられた「市民の豊かな心と創造力を育む」を平成２３年度か

ら５年間の社会教育施策の目標理念とした。 

  青少年の育成については、子ども・若者を取り巻く社会環境が大き

く変化してきており、問題も深刻化している。 

この深刻化する問題の解決をめざして、保育、教育機関、家庭や校

区活性化協議会をはじめとする、地域社会が一体となって青少年の健

全育成に、さらに取り組んでいきたい。 

 生涯スポーツについては、スポーツライフの多様化が進む中、市民

の様々なスポーツへの想いを実現するための支援や、関連する組織間

の連携、協力体制の整備充実を図っていく必要がある。 

 人権への取組としては、２１世紀を「人権の世紀」としていくため、

各関係機関や団体と協働して、人権尊重の理念をさらに深めて行くこ

とで、人権・同和教育や啓発を着実に推進していきたい。 

 文化、芸術における取組としては、心豊かな人生のために、市民が

日頃から文化、芸術に触れる環境づくりが重要である。 

その支援と活動の場の提供を充実していかなければならない。 

 地域の歴史、伝統、文化財などを後世に引き継ぎ、さらには文化遺

産の調査研究を進めながら、その成果を市民に還元するためにも、地

域の歴史を学習する素材として活用し、ふるさとを愛する心を育み、

充実した人生への支援を図っていきたい。 

 以上のような理念のもと、本年度は、次の６つを重点施策とする。 
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２２２２    社会社会社会社会教育教育教育教育のののの重点施策重点施策重点施策重点施策    

 

⑴⑴⑴⑴     いつでもいつでもいつでもいつでも学学学学べるべるべるべる生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習     

⑵⑵⑵⑵     地域力地域力地域力地域力でででで子子子子どもをどもをどもをどもを守守守守りりりり育育育育むむむむ環境環境環境環境づくりづくりづくりづくり     

⑶⑶⑶⑶     楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる生涯生涯生涯生涯スポーツスポーツスポーツスポーツ活動活動活動活動のののの充実充実充実充実     

⑷⑷⑷⑷     人権尊重人権尊重人権尊重人権尊重のののの地域社会地域社会地域社会地域社会     

⑸⑸⑸⑸     芸術文化芸術文化芸術文化芸術文化にににに触触触触れてれてれてれて豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心をををを育育育育むむむむ     

⑹⑹⑹⑹     文化遺産文化遺産文化遺産文化遺産とととと歴史歴史歴史歴史をををを未来未来未来未来にににに受受受受けけけけ継継継継ぐぐぐぐ 

    

⑴⑴⑴⑴     いつでもいつでもいつでもいつでも学学学学べるべるべるべる生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習     

アアアア     校区活性化協議会校区活性化協議会校区活性化協議会校区活性化協議会をををを 基盤基盤基盤基盤としたとしたとしたとした自主的自主的自主的自主的 なななな充実充実充実充実したしたしたした地域活動地域活動地域活動地域活動のののの

推進推進推進推進にににに努努努努めるめるめるめる。。。。     

生涯学習の推進と地域の活性化を図るために、「自主的な活

動」、「独立した予算」を特徴とする８つの校区活性化協議会が

設立されている。 

当初は各校区での温度差もあったが、ここ数年は一定の成果を

得ることができている。 

今後も継続して、さらに多くの地域住民が参加できる積極的な

自主的活動を推進する必要がある。 

イイイイ     生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習のののの拠点拠点拠点拠点としてのとしてのとしてのとしての公民館活動公民館活動公民館活動公民館活動のののの推進推進推進推進にににに努努努努めるめるめるめる。。。。 

   地区公民館は市民の身近な暮らしや地域社会とつながる各種

事業や講座などを通じて、様々な活動を推進してきた。今後も、

市民のニーズに応じた学習機会を提供するなど、地域住民と協働

し、いつでも、どこでも学べる生涯学習環境をつくるものとする。 

 

⑵⑵⑵⑵     地域力地域力地域力地域力でででで子子子子どもをどもをどもをどもを守守守守りりりり育育育育むむむむ環境環境環境環境づくりづくりづくりづくり     

アアアア     青少年青少年青少年青少年のののの健全育成健全育成健全育成健全育成とととと家庭教育力向上家庭教育力向上家庭教育力向上家庭教育力向上へのへのへのへの支援支援支援支援にににに努努努努めるめるめるめる。。。。     

   家庭教育の重要性の認識不足、過保護や放任、あるいは育児に

対する自信喪失及び、人と人とのつながりも希薄化した社会の中

で地域社会の教育力の低下も懸念されている。 

   家庭における子育ての支援体制や関係団体との連携を図り、地

域で子どもを育てる体制の確立に努め、家庭・地域教育の充実を

図る。 

 

⑶⑶⑶⑶     楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる生涯生涯生涯生涯スポーツスポーツスポーツスポーツ活動活動活動活動のののの充実充実充実充実     

アアアア     生涯生涯生涯生涯スポーツスポーツスポーツスポーツのののの振興振興振興振興にににに努努努努めるめるめるめる。。。。 
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   近年のスポーツ活動への意識の高まりに伴い、多様な市民ニー

ズへの対応や継続的にスポーツに親しめる環境づくりが求めら

れている。そこで、だれもがスポーツに親しみ、健康増進を図る

ことを目的として、地域で生涯スポーツができる環境づくりを充

実していく。 

イイイイ     高齢者高齢者高齢者高齢者のののの健康健康健康健康づくりへのづくりへのづくりへのづくりへの支援支援支援支援にににに努努努努めるめるめるめる。。。。     

   保健センター（健康福祉課）は、３０箇所の地区公民館で、高

齢者の医療費や介護給付費の削減のため、健康・栄養講座で健康

体操を実施しているが、今後も各校区活性化協議会、保健センタ

ーと連携しながら、高齢者の健康づくりへの支援をする。 

 

⑷⑷⑷⑷     人権尊重人権尊重人権尊重人権尊重のののの地域社会地域社会地域社会地域社会     

アアアア     人権人権人権人権・・・・同和教育同和教育同和教育同和教育及及及及びびびび啓発啓発啓発啓発のののの推進推進推進推進をををを図図図図るるるる。。。。 

   「田川市第５次総合計画」では、「自分の人権を守り他者の人

権を尊重する地域社会をつくる。」を基本目標としており、今後

とも同和問題をはじめとする、あらゆる人権問題の解決に向け、

関係機関・団体などとの協働により人権・同和教育及び啓発を推

進していく。 

 

⑸⑸⑸⑸     芸術文化芸術文化芸術文化芸術文化にににに触触触触れてれてれてれて豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心をををを育育育育むむむむ     

アアアア     市民文化活動市民文化活動市民文化活動市民文化活動をををを充実充実充実充実するするするする。。。。 

   豊かな心を育むには、本物の芸術文化に触れる機会が必要であ

る。そのためには、市民が芸術文化を鑑賞する機会や自らの文化

活動を発表する場を提供する必要がある。 

美術館を開放し多種多様な企画展等開催し、市民に親しまれる

交流の場として、文化に触れる場として、また田川文化センター

においても各種事業を積極的に展開して、施設利用の促進を図り

芸術文化の触れ合いの場の提供を図る。 

 

⑹⑹⑹⑹     文化遺産文化遺産文化遺産文化遺産とととと歴史歴史歴史歴史をををを未来未来未来未来にににに受受受受けけけけ継継継継ぐぐぐぐ     

アアアア     「「「「石炭石炭石炭石炭のののの歴史歴史歴史歴史」」」」のののの発信発信発信発信とととと文化財保護文化財保護文化財保護文化財保護にににに努努努努めるめるめるめる。。。。 

   昨年５月、山本作兵衛氏の炭坑絵画などがユネスコの世界記憶

遺産（ＭＯＷ）へ登録され、世界に情報を発信する新たな道が開

けた。 

    日本や筑豊田川の石炭産業の歴史を始め、田川地域の歴史・考古・民俗など  

について調査研究を行うとともに、有形・無形・民俗文化財等の保存整備を   



 １２ 

さらに充実させ、博物館、教育機関と連携を図り、子どもたちに郷土の     

誇りと歴史を継承してゆく。 
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学 校 教 育学 校 教 育学 校 教 育学 校 教 育 課課課課    
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学校教育課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

  家庭や地域社会、経済も含めた社会全体の変化の中、児童・生徒を取り巻く環境は厳

しさを増している。その中で、様々な課題に対応するため、平成２３年度から始まった

「田川市第５次総合計画」では、「郷土を愛し豊かな心と創造力を育むまちづくり」を

教育・文化の基本構想として、学校教育の充実と特色ある教育環境づくりに取り組んで

いるところである。 

  また、市内の全小中学校においては、創造的で活力ある学校経営を一層推進するとと

もに、豊かな人間性や自ら学び自ら考える力などの「生きる力」の育成をめざし、基礎

的・基本的な内容の確実な習得と、思考力・判断力・表現力の育成のバランスを重視し、

個性を伸ばす教育の充実を図り、成果をあげてきている。 

  これらの状況と、田川市教育施策の目標理念「自己有用感を育む三位一体の教育」に

基づき、平成２３年度の学校教育の施策方針である「自己有用感、豊かな心、創造力を

育む学校教育」を継承し、平成２４年度の学校教育の施策方針とする。 

  そこで、学校教育課としては、学校教育の施策方針と新学習要領の基本的な考え方か

ら、次の４点を基本目標として取組を行う。 

 

 ⑴ 第Ⅲ期学力向上プロジェクトをスタートし、組織の充実及び教職員の指導力の向上 

 ⑵ 確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成 

 ⑶ 地域に根ざした幼稚園・保育園（所）・小学校・中学校などの連携推進を県立大学の

協力のもと進める 

 ⑷ 地域と連携する教育、及び教育内容の充実と教育環境の整備 

 

２ 基本目標 

 ⑴ 第Ⅲ期学力向上プロジェクトをスタートし、組織の充実及び教職員の指導力の向上 

   「学力向上プロジェクト」は第Ⅲ期目に入る。これまで小学校と中学校の連携を深

めながら取組を進めてきたところである。その結果、基礎的な学力の定着や、知識を

活用し自分の考えを表現するなどの面について、依然として課題が残されているが、

成果も見え始めた。 

   学力の向上は教育活動の総体としての結果である。学校における工夫ある教育課程

の編成・実施や教職員の指導力向上及び、家庭、地域と結びついた特色ある教育活動

の充実を図っていく。 

   ３５人学級について、国は平成２４年度については小学校２年生までの実施となる

が、法制化はなされなかった。田川市教育委員会としては国の動向を見守りながら、

３５人学級の充実・拡大を関係機関に働きかけていきたい。 



 １５ 

   一方、本市独自の取組では、３５人学級及び少人数指導によるきめ細かな指導に  

ついて、市費雇用により小学校は５年生まで、中学校は全学年で配置する。今後も、

効果的な指導及び教職員配置について検証を行いながら、充実を図っていく。 

 ⑵ 確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成 

   子どもたちに「生きる力」を育むため、言語活動、算数・数学や理科教育、道徳教

育、体験活動、外国語教育等の充実を図り、確かな学力、豊かな心、健やかな体の育

成に努めていく。 

 ⑶ 地域に根ざした幼稚園・保育園（所）・小学校・中学校などの連携推進を県立大学の

協力のもと進める 

   集団での教育は幼稚園・保育園（所）がスタートであり、幼児期の教育はその後の

学校教育での子どもの成長に大きな影響を与える。就学前教育と小学校教育及び中学

校教育とが連携を密にし、県立大学の協力のもとで子どもたちの健やかな成長を見守

っていかねばならない。 

平成２６年度の新園開園時を目標に、就学前教育の充実を図りたい。 

 ⑷ 地域と連携する教育、及び教育内容の充実と教育環境の整備 

   地域社会は、子どもたちが大人や様々な年齢の友人と交流し、自然とのふれあいや

遊びなどを通して、多様な人間関係を体験するとともに、様々な生活体験・社会体験・

自然体験を積み重ねる場である。しかし、近年の少子高齢化が進む社会の中で、家庭

や地域における子どもたちの育ち方も変化してきた。自然体験や生活体験が不足して

いることから、子どもたちの情操や人間性を育むためには、学校と家庭、地域との連

携は欠かせない。 

   また、学校での教育内容の充実や教育環境の整備の面から、学校の規模適正化につ

いて取組を鋭意進めなければならない。 

 

３ 重点施策とその具体化 

  基本目標の具現に向けて、学校教育課は以下の取組を推進する。 

⑴ 第Ⅲ期学力向上プロジェクトをスタートし、組織の充実及び教職員の指導力の向上 

  ア 学力向上プロジェクトの報告会の実施、及び課題の把握 

（ア）学力実態調査の実施と課題の把握 

（イ）課題解決を図る学力向上策の具現化 

（ウ）実態に即した学力向上プランの作成 

（エ）研究の計画・実施・検証 

（オ）プロジェクト報告会の２校区（猪位金、金川）での実施 

  イ 学力向上プロジェクトの充実と、実効ある学力向上 

（ア）学力検査ＣＲＴによる隔年追跡調査の実施（小１年・小３年・小５年・中１

年・中２年） 
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（イ）文部科学省全国学力・学習状況調査の実施と分析活用（小６年・中３年） 

（ウ）福岡県学力実態調査の実施と分析活用（小６年・中３年） 

（エ）「個人カルテ」の作成・活用 

（オ）「授業改善の指針Ⅰ・Ⅱ」の日常的な活用と校内授業研究での積極的活用 

（カ）組織マネジメントの効果的活用による学校組織の機能化・活性化 

（キ）県学力アップ推進事業との効果的な連携 

（ク）授業時数確保と学習内容の精選による重点化 

（ケ）読書力や計算力等の基礎的学習技能の向上策の推進 

（コ）言語活動の充実による思考力・判断力・表現力の育成 

 ウ 教職員の指導力向上へ向けて、研修会の実施とその充実 

（ア）教職員の授業力向上と、職能成長に応じた教職員研修の推進 

（イ）子ども自らが考え活動する授業展開の工夫 

（ウ）校内授業研究の充実 

（エ）田川市教科等研究会における各教科領域の公開授業研究の実施 

（オ）自己存在感、自己決定、共感的人間関係づくりの視点に立った授業の実施 

（カ）教職員の肯定的評価活動及び指導と評価の一体化 

（キ）教職員の主体的教育実践を育む「自己評価と業績評価」の推進 

（ク）評価基準と評価補助簿の活用による、信頼性・客観性のある絶対評価の実施 

（ケ）多様な教材開発と学習活動の工夫改善 

（コ）県・市教育委員会及び田川市立教育研究所主催の研修会への積極的な参加 

  エ 市費雇用教職員を活用した少人数学級、及び少人数指導によるきめ細かな指導の

実施と検証 

（ア）習熟度別・課題別少人数学習及びＴＴ等多様な学習指導方法の研究 

（イ）少人数分割授業を可能にするための人的確保 

（ウ）市費少人数学級、指導における成果の検証 

 

⑵ 確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成 

  ア 確かな学力の育成 

（ア）基本的な倫理観や規範意識、生命尊重の精神の育成 

ａ 社会ルール遵守や自分の行動への責任等の規範意識の育成 

ｂ 全教育活動を通した道徳教育の推進 

ｃ 豊かな体験に根ざした道徳教育の推進と基本的生活習慣の育成 

ｄ 道徳の時間の内容の充実と時間の確保 

（イ）豊かな情操を育む読書活動の推進 

ａ 学力向上プランへの位置づけと読書指導の推進 

ｂ 国語科を中心とした読書指導の充実・改善 
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ｃ 朝読書等の常時活動の充実 

ｄ 読書ボランティア等の有効活用 

   （ウ）基礎・基本の学力定着と、思考力・判断力・表現力の育成 

     ａ 言語活動を位置づけた授業展開 

     ｂ 体験的・問題解決的な学習の充実 

     ｃ 朝学習の時間などを活用した基礎学力向上の取組 

     ｄ 家庭と協働した学習習慣定着への取組 

ｅ 休日学習推進事業の実施 

  イ 豊かな心の育成 

   （ア）地域の教育資源を生かした総合的な学習の時間での主体的な学びの育成 

ａ 地域の特色を生かしたボランティア体験や福祉体験、自然体験学習等の 

推進 

ｂ 人と人とのふれあいの体験によって、社会に役立って生きる価値の習得 

ｃ 体験活動の内容充実及び学年間・学校間・教科間での系統化 

ｄ 特別支援学校や福祉施設などとの交流活動や社会貢献活動の推進 

   （イ）キャリア教育による人間関係形成能力・情報活用能力・将来設計能力・意思   

決定能力の育成 

     ａ 学校や家庭、地域と協働した勤労観・職業観の育成 

     ｂ 進路指導の全体計画作成と指導体制の確立 

     ｃ 低学年からのキャリア教育の推進 

  ウ 人権を大切にする教育とその啓発 

   （ア）多様な文化や考え方を認め合う共生の心と力の育成 

     ａ いじめ等のない温かな人間関係の醸成 

     ｂ 「かがやき」「しなやか」「あおぞら」「心のノート」等の積極的活用 

     ｃ 地域の歴史や人々の生き方を通して人の尊厳を学び合う学習の充実 

     ｄ ＰＴＡ活動や地域活動と連動した人権・同和問題の啓発活動 

   （イ）児童・生徒の発達段階に応じた指導方法や指導体制の工夫と充実 

     ａ 人権・同和教育に関する組織の確立と、教職員研修の充実・強化 

     ｂ 人権・同和教育の視点に立った教育活動の推進 

     ｃ 「人権教育の指導方法等の在り方について（第三次取りまとめ）」の実践 

  エ 健やかな体の育成 

（ア）健全な食習慣の育成を通した心と体の健康づくりの推進 

ａ 食事環境の充実、望ましい食習慣の形成 

ｂ 養護教諭や学校栄養職員等による健康と食に関する指導の充実 

（イ）「田川市立学校食育推進委員会」による健康概念育成と食育の改善指導の推進 

     ａ 各種実態調査などのデータの分析による課題の明確化 
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     ｂ ＰＴＡや地域への啓発を通した家庭食育への支援 

（ウ）健やかな体を育てる健康教育の推進 

     ａ エイズ、性、薬物の乱用防止等に関する健康安全教育の推進 

     ｂ 田川市小学校陸上記録会における運動能力の向上と体力づくりの推進 

     ｃ 学校保健委員会の計画的・組織的な健康教育の推進 

     ｄ 交通安全教室や防犯・防災教室等、安全指導の充実 

（エ）目標をもち自主的活動を促進する教科や部活動の充実 

ａ 校外宿泊活動の積極的・効果的な実施 

ｂ 青少年アンビシャス運動の活用 

ｃ 運動部活動への外部講師の積極的活用（体力アップアドバイザー事業） 

ｄ 学校間や地域との連携を指向した開かれた学校づくり 

 ⑶ 地域に根ざした幼稚園・保育園（所）・小学校・中学校などの連携推進を県立大学の

協力のもと進める 

   ア 幼稚園・保育園（所）・小学校の連携による、子どもたちの基本的生活習慣の確

立と小一プロブレムの解消 

   （ア）幼稚園・保育園（所）・小学校の連携による就学前教育の推進 

   （イ）子どもたちの生活リズムに関する情報提供と改善への支援 

  イ 小学校・中学校の連携による、学習指導の連続性や接続性の円滑化と、中一ギャ

ップの解消 

   （ア）小・中授業交流会及び授業研究会による課題の共有と克服 

   （イ）小・中連絡会や校区プロジェクトによる共通課題の明確化 

   （ウ）“新”家庭教育宣言等の継続的な取組を通した家庭教育への支援 

   （エ）全小中学校における「児童生徒の規範意識育成事業」の推進 

   （オ）家庭学習や学習習慣、主体的な読書習慣の形成 

  ウ 幼稚園・保育園（所）・小学校・中学校と県立大学との連携の深化 

   （ア）小一プロブレムの克服をめざす就学前学習会の実施 

 ⑷ 地域と連携する教育、及び教育内容の充実と教育環境の整備 

  ア 各校区の教育課題の克服をめざし、学校と地域との連携の深化 

   （ア）学校・ＰＴＡ・校区活性化協議会・学校評議員等による連絡会の実施と校 

区課題の共有化 

   （イ）いじめ、不登校などの問題解決に向けての連携 

   （ウ）ＰＴＡとの連携による教育環境づくり 

   （エ）家庭や地域への積極的説明責任を果たすための双方向の情報交換 

   （オ）ホームページ、学校だより等による家庭・地域への情報発信 

 イ 学校評議員との連携と外部評価の積極的な活用 

   （ア）学校評議員連絡会議の研修会を通した情報交流と評議員制度の活性化 
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   （イ）地域人材や地域素材の有効活用による学校支援ボランティアの活用促進 

   （ウ）外部評価の積極的活用による住民の意向把握と公開による評価システム   

の構築 

  ウ 安心して学べる学校づくりの推進 

   （ア）校区活性化協議会や関係団体との情報共有と子育てネットワークの構築 

   （イ）安全面、健康面、及び環境に配慮し、質の高い教育に取り組むための教育環

境の整備 

     ａ 校区安全マップ等の共有化と子どもを守るための活動の推進 

     ｂ ＰＴＡや地域との協働による学校や校区の美化活動の推進 

  エ 教育内容の充実と教育環境の整備を図るため、小中一貫教育、学校規模の適正化

を推進 

   （ア）猪位金校区学校統合委員会での一貫校設置に向けた取組 

     ａ ９年間を見通したカリキュラムを作成・実施することにより、発達段階に

応じた計画的・継続的な学習指導及び生活指導の充実を図る 

     ｂ 地域社会と連携した特色ある学校づくりを推進し、魅力ある学校とする 

     ｃ 教育課程特例校認定をめざし、豊かな心づくりをふるさと田川を教材に進

めていく 

   （イ）田川市全体の校区再編についての検討 

     ａ 通学区域の矛盾を解消する校区再編を検討 

     ｂ １小学校１中学校の校区再編も視野に入れた統合を検討 

 

４ 継続課題及びその関連事業 

 ⑴ 特別支援教育の充実 

ア 特別支援教育の充実をめざした諸条件の整備や教職員研修の深化 

   （ア）特別支援教育支援員制度を有効活用できる学校体制の確立 

   （イ）ＬＤ児やＡＤＨＤ児等支援を必要とする子どもの実態の把握と、個に応じた

教育の推進 

   （ウ）発達障害等に対応した通級指導教室の内容の充実 

イ 個々の障害に応じた適切な指導計画の作成による特別支援学級の経営 

（ア）社会性の育成や基礎的な学力の向上 

（イ）小・中学校特別支援学級宿泊訓練の効果的な実施 

⑵ 社会の変化に対応した教育の推進 

ア 教育の情報化の推進 

（ア）コンピュータやインターネット等の授業での活用の推進 

（イ）情報活用能力や情報モラルの育成 

（ウ）「ネットワークの教育利用にあたってのガイドライン」の遵守 



 ２０ 

イ 国際理解教育の推進及び外国語教育の充実 

（ア）英語指導助手の活用による実践的コミュニケーション能力の育成 

（イ）留学生・外国籍地域住民等の積極的活用と国際理解教育の推進 

（ウ）小学校外国語活動の推進 

⑶ 幼児教育の充実 

ア 平成２６年度設置予定の新園のあるべき姿の検討 

   （ア）理念、目標、めざす子ども像等の検討 

   （イ）新園での組織、機能、教育内容の検討 

イ 幼稚園教育課程の実践的研究による教育内容の充実 

（ア）幼稚園教職員の指導力の向上を図る研修活動の充実 

（イ）保護者の要望のくみあげや保育活動の充実、幼稚園の教育環境の整備 

ウ 幼稚園・保育園（所）と小学校、県立大学との連携強化 

（ア）小学校教育課程を見通した教育内容の重点化 

（イ）小一プロブレムの克服をめざす就学前教育学習会の実施 

⑷ 田川市放課後児童健全育成事業の実施 

  ア 放課後児童の健康管理、安全確保、情緒の安定 

  イ 遊びの活動への意欲と態度の育成 

  ウ 遊びを通しての自主性、社会性、創造性の育成 

  エ 放課後児童の遊びの活動状況の把握と家庭との連携 

  オ 学年制限緩和計画の策定 



 ２１ 

教育研究所施策及び事業 

 

１ 施策方針 

  田川市立教育研究所設置条例に示されている「田川市の教育事情に即した各教育問題

の改善・進捗を図るため、田川市立教育研究所を設置する」との趣旨及び田川市教育委

員会、教育研究所運営委員会の意を体して、本市教育施策の推進並びに学校教育・社会

教育の問題解明と充実に資することをめざす。 

  そのため、教育委員会事務局、教育の現場との連携を密にし、教育に関する調査   

研究、及び各種事業を実施する。 

 

２ 重点施策とその具体化 

 ⑴ 教職員の資質向上をめざした研修会等の充実を図る 

  ア 委嘱研究員を募り実践研究の深化を図るとともに、研究サークルの育成を推進し、

研修活動への助言と援助に努める。また、筑豊地区教育研究所連絡協議会の主催す

る教育実践研究研修会の充実を図り、研究員の資質向上に寄与する。 

  イ 教職員の研修意欲を高めるため、教育実践研究の募集、及び所感集の発刊を行う。

また、教育実践研究応募者や長期研修員の研究成果を、教育委員会が実施する教育

研究発表会を通して公表する。 

  ウ 教職員の研修意欲の向上と実践を通した教育課題の克服に寄与するため、田川市

教科等研究会の運営に参画する。 

エ 教育課題の認識と課題解決意識の育成や指導技術の向上を図るため、教育講演会

や実技講習会を開催する。 

オ 研究員１名を指導主事兼任とし、学校教職員への指導助言をより効果的に行う。 

⑵ 調査研究の充実を図り、教育課題解決のための手立てとしての資料提供に努める。 

ア 研究所運営に関するアンケート調査等を通した要望や、教育現場の教育活動推進

に関する要望を踏まえた調査研究を実施する。また、学校教育及び生涯学習の充実

を期する調査研究や、教育行政施策推進上の教育課題克服に関する調査研究を  

行う。 

⑶ 学校・学級不適応や生徒指導上の諸課題への対応の充実を図る。 

ア 適応指導教室の運営と不登校問題への対応を充実する。 

イ 関係学校、県立大学、福岡教育大学等との連携を深め、教育相談の充実を図る。 

ウ 生徒指導上の諸課題を整理し、教育現場に提供することを通して、学校における

生徒指導の充実を図る。 

⑷ 資料センターとしての機能を充実する。 

ア 既存教育図書及びビデオ教材等の整理、新規資料の充実を図るとともに、関係機

関等の研究紀要（CD）も含め、その活用化を図る。 



 ２２ 

イ 事業や研究の事績を取りまとめ、実績報告書を発行するとともに、随時、広報誌

（紙）を発行する。また、オルネット田川を利用したホームページを作成し、広報

活動を行う。 

⑸ 学校と連携して、児童・生徒の学習意欲を喚起する自由研究活動を実施する。 

⑹ 公的機関紙等を通して、家庭や地域の教育力を高める啓発活動を行う。 

⑺ 福岡県教育研究所連盟等関係機関・団体と連携して、諸事業の充実に寄与すると 

ともに、本市教育の充実に資する。 
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 ２４ 

教育総務課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

急速な少子化や核家族化などの社会環境の変化に伴い、子どもたちを取り巻く環境は

大きく変化しており、公立学校に対する保護者をはじめとする各方面からの期待や要望

は多岐にわたり大きなものとなっている。 

これらの期待や要望に的確に対応するためには、学校と家庭、地域が一体となった取

組が必要不可欠であり、特に教育環境の整備にあたっては、こうした現代社会の激しい

変化に対して柔軟に対応することが求められている。 

また、次世代を担う幼児・児童・生徒が心身とも健やかに育つことができるよう、安

全面・健康面に十分に配慮するとともに、地域と一体となった整備が重要である。 

教育の機会均等及び水準を確保するためにも、安心して学校生活を送れるよう教育環

境を整備することは必須条件と考える。 

そこで、教育総務課としては、次の教育環境の整備を今年度の重点施策として設定 

する。 

 

⑴ 地域と連携する教育、及び教育内容の充実と教育環境の整備 

 

２ 重点施策とその具体化 

 ⑴ 地域と連携する教育、及び教育内容の充実と教育環境の整備 

ア 安心して学べる学校づくりを推進する。 

（ア）学校の防犯対策の実施 

全国では教育現場や登下校時における児童・生徒を狙った事件が発生して

いる。 

事件の発生状況をみると、行政や学校の施設面の取組だけでは限界があり、

児童・生徒に対する家庭や地域、関係団体の一体的な安全確保の取組が重要

である。 

本市では平成１７年度から従来の小・中学校の夜間の学校施設警備に加え、

犯罪の抑止対策として、各小学校の児童・生徒の下校時に警備会社による巡

回警備を実施している。今年度も引き続き警備会社による巡回警備を実施 

する。 

現在、警備会社による巡回と並行して、生涯学習課が所有する青色パト  

カーによる市内巡回や地域の自主防犯活動による防犯パトロールも行われて

おり、児童・生徒や地域の安全確保が期待できる。 

（イ）学校施設の整備及び適切な維持管理業務の実施 

ａ 学校施設の改修 



 ２５ 

学校施設は古いものが多く、経年劣化が進んでいることから、定期的に施

設や設備の点検を実施し、必要に応じて改修を行う。 

ｂ 特別支援教育対象者への対策 

障害を持った児童・生徒が入学等する場合の対策として、これまで学校施

設の状況やその障害に応じた改修を行っている。 

具体的にはスロープ設置、手摺の取り付け、福祉対応トイレへの改修等、

学校のバリアフリー化を進めており、今年度も必要に応じて同様の対応を 

行う。 

（ウ）学校施設の有効活用 

学校施設は児童・生徒が教育を受ける場としてだけでなく、地域コミュニ

ティの場としても重要な役割を担う地域の財産である。 

このようなことから、学校がより地域に開かれた存在となるために、学校

施設の開放など地域行事への積極的な活用を図る。 

（エ）幼稚園園舎の改築 

就学前教育の充実を図るため、平成２６年４月の開園をめざし、新園（後

藤寺幼稚園と伊田幼稚園の統合幼稚園）を整備することとしており、本年度

は地質調査及び設計業務を実施する。 

本事業の実施にあたっては、保護者などで組織された「新園機能在り方協

議会」において、新園の機能や活用方法等の協議がなされており、この報告

内容を可能な限り反映させる。 

   （オ）猪位金校区小中一貫校の整備 

       教育内容の充実と教育環境の整備を図るため、そのモデル校として猪位金

校区に施設一体型の小中一貫校を平成２６年４月の開校をめざし整備するこ

ととしており、本年度は地質調査及び設計業務を実施する。 

本事業の実施にあたっては、地元関係者などで組織された「猪位金校区学

校統合委員会」において、小中一貫校の組織及び運営などについて協議がな

されており、この報告内容を可能な限り反映させる。 
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 ２７ 

生涯学習課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

本市では、「郷土を愛し、豊かな心と創造力を育むまちづくり」を第５次総合計画の

基本目標にして、「市民の豊かな心と創造力を育む」施策を推進する。 

最初に、すべての市民が学ぶことを通して、生きがいと誇りを感じ、自らを高めるこ

とができる学習機会を提供することで、学習によって得た知識などを地域に還元できる

環境をつくることを基本方針とする。 

次に、家庭における子育て支援、次代を担う子ども・若者の健全育成、社会的自立が

困難な子ども・若者の社会参加に向けた取組など、学校と家庭、地域との連携・協

働を一層図る。 

また、市民の誰もが、健康で生き生きとした生活を営むため、ライフステージに応じ

た生涯スポーツの環境の整備に努める。 

さらに、市民が人権についての理解を深めていくとともに、お互いの違いを認め、人

権感覚を踏まえた行動ができる「人権のまちたがわ」の実現をめざす。 

 

そこで、生涯学習課としては、次の４つを本年度の重点施策として設定する。 

 

⑴ いつでも学べる生涯学習 

⑵ 地域力で子どもを守り育む環境づくり 

⑶ 楽しめる生涯スポーツ活動の充実 

⑷ 人権尊重の地域社会 

 

２ 重点施策とその具体化 

⑴ いつでも学べる生涯学習 

ア 校区活性化協議会を基盤とした自主的な充実した地域活動の推進 

住民が自ら考え、自らの手で創意と工夫に満ちた地域活動を展開し、活力あふれ

る「生涯学習まちづくり」をめざして、平成１０年度に市内８中学校区に「校区活

性化協議会」を設置した。各団体や組織を「校区活性化協議会」という一つの組織

に統合し、それぞれの機能を発揮しながら連携協力し、校区住民の自主性・主体性

を生かした事業を展開している。 

今後は、地域住民の一人一人が協議会の一員として地域活動に参加し、身近な生

活課題や地域課題の解決のため、自ら地域活動の基本方針と事業計画・予算を立て、

連帯感あふれる地域づくりをめざすことが重要である。 

各校区活性化協議会の活動に地域性を出し、レベルアップを図るため、各部会に

おける女性の参画や事業実施における創意工夫、補助金の有効活用を推進し、さら



 ２８ 

なる発展をめざす。 

（ア）組織の基本体制の維持（公民館部会、青少年育成部会及び福祉部会の３部会

での構成） 

（イ）「男女共同参画プラン」と連動した女性の参画の推進 

（ウ）地域と学校との協働による特色ある連携事業の推進 

（エ）地域における家庭教育力の向上をめざした事業の推進 

（オ）子どもの安全確保・青少年の非行防止を中心とした青少年対策室事業の推進 

（カ）地域内のネットワーク構築と社会福祉活動事業の推進 

（キ）各地域の人口・公民館数・均等割りによる公正な補助金配分の実施 

（ク）地域活動の創意工夫による自主財源の確保の推進 

（ケ）広報活動の活発化と事業の促進 

イ 生涯学習の拠点としての公民館活動の推進 

中央公民館は、市民の身近な暮らしや地域社会とつながる活動を展開し、憩いの

場、仲間づくりの場、地域づくりの場として多様な役割を果たし、生涯学習推進の

拠点としての使命を担っている。 

これまで生涯学習に関わる各種事業及び講座や学級の開設、人材バンク事業の推

進などに取り組むとともに、地区公民館や校区における公民館活動を推進してきた。 

また、これらの事業、活動の実践発表の場として昭和４７年から「公民館まつり」

に取り組んできたが、平成６年度からは全市的な『まつり』としての、「田川市公民

館まつり」を開催している。 

地区公民館は、地域住民の課題解決のための学習の場であると同時に、人間関係

を深めるコミュニティの場であることから、公民館活動の活性化を図り、活力ある

地域社会の実現をめざしている。 

今後は、事業の一層の充実、発展を図りながら、地域住民と協働し「ともに学び、

ともに創る」を理念に、各種事業を推進する。 

（ア）中央公民館の役割 

ａ 年次計画による施設の改修及び整備並びに機能の充実 

ｂ 各施設や団体との連携、生涯学習の推進 

ｃ 貸館事業など利用サービスの向上 

ｄ 人材バンク事業 

（ａ） 指導者の発掘・養成、人材派遣活動の推進 

ｅ 公民館講座の開設、運営 

ｆ ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業（こがねが丘大学）の実施 

（ａ） 学習成果を社会に還元 

（ｂ） 小・中学校等との世代間交流の推進 

ｇ 「田川市公民館まつり」の開催 



 ２９ 

（イ）地区公民館の役割 

ａ 住民の自治能力の向上 

ｂ 公民館活動を通じた地域住民の学習意欲の高揚 

ｃ 地域の実態に即した事業の展開 

ｄ 世代間交流事業の推進 

ｅ 優れた人材の発掘と協力組織の確立 

ｆ 環境美化等ボランティア活動の推進 

⑵ 地域力で子どもを守り育む環境づくり 

ア 青少年の健全育成と家庭教育力向上への支援 

子ども・若者を取り巻く社会環境は大きく変化し、その問題も深刻化している。

いじめや不登校に加え、ニート、ひきこもりなどの自立や社会参加ができない問題

や、リストカットなどをはじめとした自傷行為、ネグレクトを含む虐待、携帯電話

やインターネットの普及によるメールや掲示板への書き込みなどの暴力によって、

子ども・若者の命や生きる権利が危険に脅かされている。 

これらの問題は、学校や家庭のみで解決することは困難であるが、人と人とのつ

ながりが希薄化した社会の中で地域コミュニティの教育力も低下している。 

このような問題の解決をめざし、「ふるさとたがわ」を愛する心をもった人間を育

むために、０歳から若者までを取り巻く教育、教育機関・家庭・地域が一体と    

なり、さらには、関係行政機関・各種団体などと連携して、保護者の啓発、健全育

成事業の実施、環境浄化対策及び補導相談活動を推進しなければならない。 

また、子どもたちの社会性、自主性及び協調性を伸ばし、「生きる力」を育むため

に、平成２１年度から教育力向上福岡県民運動の一環として、小学生を対象に地区

公民館を活用した通学合宿を実施している。 

（ア）子ども・若者健全育成支援推進事業 

ａ 青少年育成連絡協議会及び田川市まちぐるみ子ども安全連絡会議の事務局 

として関係行政機関・団体との連携 

ｂ 田川市「わたしの主張」大会の実施 

ｃ 事故防止施策及び街頭啓発活動の実施 

ｄ 福岡県青少年健全育成条例に基づく書店、コンビニ、無人販売機などへ  

の立入調査 

ｅ 青少年対策室の充実と関係機関・団体との連携 

ｆ 子ども会育成会連絡協議会・田川市ＰＴＡ連合会・ボランティアサークル・

子育てネットワークなどの活動支援 

ｇ 地域活動指導員による指導と助言による「通学合宿」と夏休み子ども体験

学習事業（たがわトコナツＫＩＤＳ）の実施 

（イ）家庭教育力向上への支援 
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ａ 乳幼児の保護者を対象とした子育てに関する「０歳期教育」親子教室の        

実施 

ｂ 地区公民館での家庭教育講座の開催 

ｃ 子育てボランティアグループへの活動支援 

ｄ 田川市学力向上プロジェクト事業との連携 

⑶ 楽しめる生涯スポーツ活動の充実 

ア 生涯スポーツの振興 

生涯スポーツ社会の実現には、地域におけるスポーツ、学校における体育・スポ

ーツ、競技スポーツ等、市民の多様なスポーツによる自己実現を支援する必要があ

り、関連する組織間の連携・協力体制の整備・充実が求められている。 

また、地域住民のスポーツ活動に関する意識が高まり、スポーツライフも多様化

する中、誰もがそれぞれの年齢、体力、技術、興味、目的に応じて「いつでも、ど

こでも、いつまでも」スポーツを継続的に親しむことができる環境づくりが必要で

ある。これらのニーズに応えるために、田川市体育協会を中心とした関係機関・団

体の協力のもと、中学校校区を基盤に「総合型地域スポーツクラブ」を設立し、地

域住民の自主的・自発的なクラブの組織化や定着化を進めている。 

（ア）体育・スポーツの推進 

ａ スポーツ推進審議会等、関係機関の協力による市民スポーツの浸透 

ｂ 市民の体位向上と健康維持・増進 

ｃ スポーツ推進委員（体育指導委員）の資質向上と活動促進 

（イ）総合型地域スポーツクラブ事業の推進 

ａ 田川市総合型地域スポーツクラブの推進による地域住民の自主性促進、 

スポーツの基盤整備、競技スポーツの向上 

（ウ）各種スポーツの振興 

ａ 各種スポーツ教室の開催 

ｂ スポーツ少年団の普及と育成及び活動の活性化 

ｃ 市民体育大会、県グラウンドゴルフ交流大会等の実施 

（エ）社会体育施設の整備・充実等 

ａ 年次計画による施設の改修及び整備並びに機能の充実 

ｂ 指定管理者との連携による管理・運営 

  イ 高齢者の健康づくりへの支援 

    保健センター（健康福祉課）は、３０箇所の地区公民館で、高齢者の医療費や介

護給付費の削減のため、健康・栄養講座で健康体操を実施しているが、今後も各校

区活性化協議会、保健センターと連携しながら、高齢者の健康づくりへの支援   

をする。 

   （ア）校区活性化協議会及び保健センターとの連携による地区公民館での高齢者の
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健康体操教室等の普及 

⑷ 人権尊重の地域社会 

ア 人権・同和教育及び啓発の推進 

２１世紀は「人権の世紀」といわれている。しかし、歴史的・社会的背景や性別・

障害・国籍などを理由とする偏見や差別が依然として根強く存在している。 

これらの課題を解決していくために、市民が人権についての理解を深めるととも

に、お互いの違いを認め、人権感覚を踏まえた行動ができる「人権のまちたがわ」

の実現をめざし、同和問題をはじめとする一切の差別をなくしていくための人権・

同和教育を展開していかなければならない。 

今後は、学習啓発機会の一層の充実、指導方法や学習教材の開発・提供、指導者

の資質向上、市民の学習ニーズに対応できる体制づくりが必要である。 

（ア）人権・同和教育事業及び啓発活動 

ａ 地区公民館等人権・同和教育講座及び中央講座の開設 

ｂ 社会参加促進支援事業の実施 

ｃ 少年期人権啓発推進事業の実施 

ｄ 社会教育指導員・相談員の設置 

ｅ 人権フェスタなどの開催及び人権ポスターの展示 

ｆ 社会同和教育推進のネットワークの整備 

 

３ 継続課題及びその関連事業 

⑴ 公民館・スポーツ係 

ア 校区活性化協議会 

（ア）地域住民による地域活動の活性化及び啓発活動 

（イ）課内での評価検証と人口・公民館数・均等割に応じた補助金配分率の適正化 

（ウ）職員１人１校区担当制の維持 

（エ）会計処理の均一化と適正な補助金管理 

（オ）自主財源の確保と行財政改革に呼応した補助金の効率的執行 

（カ）子どもの安心・安全を守る活動との連携 

（キ）地域の人材の育成及び発掘等、人的資源の確保と役員の役割分担の適正化 

イ 老朽化した市民会館の大規模改修・整備 

ウ 地区公民館活動 

（ア）地域のコミュニティセンターとしての機能の充実 

（イ）地区公民館建設（増築・改修を含む）助成措置 

（ウ）公民館等連絡協議会との連携及び各種研修会・教室の開催 

（エ）「生きがい公民館事業」（健康福祉課所管事業）の支援 

（オ）各集会所及び公民館未設置地域の組織の確立、条件整備 
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エ 社会体育施設の改修・整備 

オ 人材バンク事業（４月～３月） 

カ 公民館講座（４月～３月） 

キ こがねが丘大学（４月～１月） 

ク 公民館まつり（１０月７日） 

ケ 貸館業務 

コ 地域だより発行（毎月広報の１５日号に１ページ掲載） 

サ 市民体育大会（１０月７日） 

シ 総合型地域スポーツクラブ事業 

（ア）田川市体育協会が指導する後藤寺スポーツクラブ、ＥＡＳＴクラブ、いのっ

こクラブ、Ｌ＆Ｓクラブ及び中央スポーツクラブへの支援 

ス ニュースポーツの普及・振興 

セ 少年野外活動 

（ア）少年カヌー教室（５月２６日、６月２日）、並びに川下り（６月９日） 

（イ）スポーツ少年団のジュニアリーダー養成講習会への参加 

ソ 地域スポーツ指導者養成講習会の実施 

タ 泳げない小学生（１年生～３年生）を対象とした水泳教室の実施 

チ 通学合宿（後藤寺東団地公民館）５泊６日 

ツ 第３９回日独スポーツ少年団同時交流事業ドイツ団の受入（７月２７～３１日） 

テ 夏休み子ども体験学習事業（たがわトコナツＫＩＤＳ）の実施（４日間） 

⑵ 学習振興・人権教育係 

ア 生涯学習シンポジウムの節目の年における開催 

イ 子ども・若者を取り巻く社会環境の変化と問題の深刻化 

ウ 地域コミュニティの教育力の向上 

エ 学校・家庭・地域住民などの相互の連携・協力 

オ 人権学習・啓発機会の一層の充実 

カ 市民の学習ニーズに対応できる体制 

キ 人権・同和教育「中央講座」の開催（２月） 

ク 田川市子ども会中央球技大会の実施（８月１９日） 

ケ 「少年の主張福岡県大会」への参加（８月１８日） 

コ 「０歳期教育」親子教室の開催（９月から１０月） 

サ 田川市「わたしの主張」大会の実施（１１月１７日） 

シ 田川市子どもカルタ大会の開催（１２月２日） 

ス 人権フェスタｉｎたがわの開催（１２月９日） 

セ 成人式の開催（１月１３日） 

ソ 「わたしの主張」田川地区大会の実施（２月２日） 
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タ 青少年健全育成街頭啓発の実施 

チ 地区公民館等自主研修会の開催 

ツ 識字学級の開設 

テ 子ども会地区学習の実施 

ト 青色パトカーによる巡回活動の実施 

ナ 夜間街頭補導活動（夜間パトロール）の実施 

ニ 書店、コンビニ、無人販売機などへの立入調査の実施 

ヌ 地区公民館人権・同和教育講座の実施 

ネ 地区公民館平和教育講座の実施 

ノ 地区公民館家庭教育講座の実施 
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文化課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

文化は、人と人との心のつながりや相互に理解し尊重しあう土壌を提供するものであ

り、心のよりどころとなるものである。 

近年、生活意識や価値観が多様化する中にあって、人々は単なる利便性や効率性だけ

でない、快適さや心地よさといった本当の豊かさを必ずしも実感できていない。このよ

うな現状で、人々が、心豊かな質の高い生活を送るためには、精神的な満足感をもたら

す文化的な要素が重要になってきている。 

しかし、本市においては市民が必ずしも豊かな心を育む環境に置かれているとはいえ

ない。このような状況において、伝統文化や地域の歴史文化に対する理解や、それらを

大切にする心の教育が大変重要となる。また、学校や地域社会における子どもたちの文

化活動や鑑賞の機会をより一層充実することが必要である。 

このことから、本市としても学校や家庭、地域の場において、多くの市民が優れた芸

術文化や伝統文化に接することができ、文化活動に参加できるような機会を拡充してい

く必要がある。さらに、先人たちの努力によって培われてきた貴重な文化遺産を受け継

ぎ、大切に守り育て、次代に伝えていくことも必要である。 

文化の担い手は、市民一人一人であり、市民が自主的に文化活動にかかわることがで

きる環境を整備・構築することが、地域文化を生かしたまちづくりにつながる。 

そこで、文化課としては、第５次総合計画の基本目標「郷土を愛し豊かな心と創造力

を育むまちづくり」をめざして「市民の豊かな心と創造力を育む」、「地域の歴史・文化

を守り育てる」を施策の理念とし、次の文化の振興を本年度の重点施策として設定する。 

 

２ 重点施策とその具体化 

⑴ 芸術文化に触れて豊かな心を育む 

ア 市民文化活動を充実する 

（ア）田川文化センター・田川青少年文化ホール 

田川文化センター・田川青少年文化ホールは芸術文化振興の拠点施設とし

て、市民が気軽に文化活動に参加でき、高齢者や障害者に優しい施設として、

環境づくりに努め、整備を行っている。 

また、平成１９年４月１日から、指定管理者制度を導入し、住民サービスの

向上及び経費節減に努めている。 

ａ 市民文化祭 春季４月～５月、秋季１０月～１１月（一部前後月を含む） 

市民の芸術文化活動である創作発表会を通して団体相互の交流を促進する

とともに、市民文化の高揚を図るため、民舞、書、絵画等各団体が繰り広げ

る市民文化祭を開催する。 



 ３６ 

ｂ 芸術文化体験事業 

地域の芸術文化活動の向上発展に資するため、関係機関や文化団体などと

協力連携して優れた舞台芸術、公演などの招聘に努めている。日頃、接する

ことの少ない優れた本物の舞台芸術を体験する機会を設けることで、青少年

のゆとりある心と豊かな感性を引き出し、文化に対する理解の充実を図る。 

ｃ 懐かしの名画祭 

文化庁より優れた懐かしの名画を誘致し、市民に映画鑑賞の機会を提供 

する。 

ｄ こども音楽祭 

市内園児、小・中学校の児童・生徒、一般市民による楽器演奏、吹奏楽、

合唱など日頃の練習成果を発表する場を提供し、園児から大人まで相互の音

楽交流と発展に努める。 

ｅ 文化団体の育成 

（ａ）文化振興基金 

文化団体の育成を図り、文化活動が市民に定着するよう支援し、市民

の自主的な芸術・文化活動などを奨励するため「田川市文化振興基金」

の効率的な運用を図る。 

（ｂ）田川文化連盟 

田川文化連盟は６０年以上の歴史をもち、その活動を通して資質の向

上と地域文化の充実発展に努めており、独自の取組も行ってきている。 

今後はさらに関係団体を支援し、連携強化を図りながら地域に受け継

がれた伝統文化、特色ある地域文化の育成に努める。 

（イ）美術館 

ａ 魅力ある企画展の開催 

「英展」をはじめ国内外の優れた作品を集めた展覧会を開催し、多くの市

民が多様な美術作品にふれる機会を提供する。 

また、郷土ゆかりの作家を顕彰し、奨励するため、郷土ゆかりの作家の企

画展や収蔵作品展を開催するなど地方美術館の特徴を生かした企画展を開催

する。 

ｂ 市民の多様なニーズに応える美術館 

市民の幅広い文化活動の発表の場として、館内展示室や屋外展示場を使っ

た展覧会やコンサートを開催するなど、多目的な芸術活動や交流の場として

美術館を市民へ開放し、施設利用の促進を図る。 

ｃ 教育普及事業の推進 

美術講演会、実技講座（ワークショップ）等の開催 

平成９年度より毎年実施している美術講座「夜の美術館」は、他から専門
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家や学芸員及び第一線で活躍する作家等を講師として招き、市民にわかりや

すい内容の美術史講座をシリーズで開催しており、市内のみならず、市外か

らも多くの聴講者が参加し、当館主催事業の中でも特に好評を博している。 

また、ワークショップ（実技講座）は、現在活躍中の美術家を招き、小学

生及び一般対象に毎年開催している。本年度も引き続きこれらの教育普及事

業の推進を図る。子育てネットワークとも連携し、公民館や施設に学芸員が

出向き、ワークショップ等を行い、身近な美術館をめざす。 

ｄ 学校教育との連携 

子どもたちに優れた芸術作品に触れる機会を提供し、子どもの豊かな心の

育成に役立てることは、近年の青少年の問題行動等にも鑑み、美術館が果た

すべき役割として大変重要である。 

こうした、子どもや青少年のためのプログラムとして、鑑賞機会の提供の

みならず、鑑賞のための解説や出前授業を行うなど、学校とも十分連携を取

りながら、子どもたちの芸術文化に触れる機会の一層の充実を図る。 

ｅ 他館との連携 

平成１５年度に田川市美術館、直方谷尾美術館、嘉麻市立織田広喜美術館

の３館で筑豊美術館ネットワークを結成し、美術館相互の情報交換、合同広

報誌の作成、共同企画展などの事業実施を行っている。本年度も学芸員研修

会等を計画しており、３館で互いに連携を図りながら地域の文化振興をめざ

している。 

また、九州・山口各県の公立美術館・博物館や市内の中村美術館、美術ギ

ャラリーとも情報交換を行い、美術館相互のネットワークの充実を図る。 

イ いつでも学べる生涯学習環境をつくる 

（ア）図書館 

 図書館は、利用者へのサービスの向上として、祝日・第３日曜日の翌月曜日

開館、及び木曜日の開館時間の２０時までの延長を行っており、貸出し冊数は

年々増加傾向にある。生涯学習の振興を図る上で、住民の学習活動を支援する

ための身近な施設として、利用者への資料や情報提供の機会が増大した。 

ａ 子どもに対する読書対策 

（ａ）乳幼児と保護者との絵本を通じてのコミュニケーションを図るブック

スタート事業 

（ｂ）読書の楽しさと喜びを提供するため、本の読み聞かせ活動の推進と、

本の読み聞かせボランティアの育成 

（ｃ）子ども読書推進計画の運用 

（ｄ）本の読み聞かせのボランティア団体との連携 

（ｅ）新刊書、話題書等の情報提供 
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（ｆ）調べ学習などへの適切な対応 

ｂ 市立図書館と小・中学校図書館との連携 

（ａ）小学生の市立図書館見学 

（ｂ）自動車文庫の積極的利用 

（ｃ）学校司書、司書教諭と行政サイドと情報交換等により児童・生徒の読

書向上のための連携 

（ｄ）教職経験１０年経過教職員体験研修の受入 

（ｅ）中学生の職場体験学習の受入 

（ｆ）大学生・高校生のインターンシップの受入 

ｃ 図書の資料収集の充実や必要な資料の提供等 

（ａ）図書予約制度の充実 

（ｂ）レファレンス・サービスの実施 

（ｃ）書庫の増設（２０，０００冊） 

ｄ 自動車文庫の積極的運営 

（ａ）停留所、配本所の利用状況を把握し、その見直しや地域利用者の要求

に的確に応じるよう努め、自動車文庫の効果的な活用を図る。 

⑵ 文化遺産と歴史を未来に受け継ぐ 

ア 「石炭の歴史」の発信と文化財保護に努める 

（ア）石炭・歴史博物館 

ａ 博物館機能の充実 

（ａ）全国及び筑豊の石炭産業、田川地域の歴史、考古、民俗といった    

幅広い調査研究活動を行い、成果を広く市民へ還元する。 

（ｂ）展示物の保全と改善を図り、また、館蔵資料の収集・整理、活用を   

促進する。 

（ｃ）「石炭・歴史博物館だより」や「館報（研究報告と年報）」の発行、    

及び「広報たがわ」などを通じて広報活動を行う。 

ｂ 教育普及活動の強化 

（ａ）文化財探訪や歴史講座など興味のもてる各種事業や、関係団体・個人

との連携による博物館活動などに対する関心を高め、生涯学習の場とし

て積極的な運営に努める。 

（ｂ）入館者に対する学習の便宜を図るため、解説員による展示資料の   

案内・説明等適切な指導助言を行っていく。また、学校週５日制や総合

的な学習の時間などに博物館の資料を活用する事業を展開する。 

ｃ 文化財の保護と活用 

（ａ）「文化財保護条例」に基づき、市内に現存する有形・無形文化財、民俗

文化財、天然記念物などを指定し、その保存を図るとともに、文化財の
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整備により観光資源・学術資料としての活用を図る。 

（ｂ）効果的な埋蔵文化財の保護を図る。 

（ｃ）県・市指定文化財を中心に、市内に存在する文化財を学校教育・生涯

学習を通して広く市民に紹介し、文化財に対する愛護思想の高揚・普及

を図る。 

（ｄ）伊加利人形芝居等郷土に息づく伝統芸能の保存と後継者の育成に  

努める。 

ｄ 国史跡指定への推進 

（ａ）本市の旧三井田川鉱業所伊田竪坑櫓及び第一・第二煙突（二本煙突）

は、筑豊の貴重な産業遺産及びシンボルであり、世界遺産の関連資産と

しても位置づけられている。 

今後は竪坑櫓と二本煙突を含む旧三井田川鉱業所伊田竪坑及び伊田斜

坑跡地の、史跡としての保護を目的とした調査を進め、その保存活用を

図る。 

ｅ ユネスコ世界記憶遺産「山本作兵衛コレクション」の保存活用 

（ａ）平成２３年５月２５日、博物館所蔵の「山本作兵衛コレクション」が

国内で初めてユネスコ世界記憶遺産に登録されたことを受け、増加した

入館者に対応する館内整備を行うとともに、適切な保存環境の整備を行

いながら活用策を図る。 

 

３ 継続課題及びその関連事業 

⑴ 田川文化センター・田川青少年文化ホール 

地方自治法の一部改正により、公の施設の管理運営について民間事業者も施設管理

者の対象とすることができるようになった。田川文化センター及び田川青少年文化ホ

ールにおいて、民間活力の導入により住民サービスの向上や管理経費の縮減を図るた

め、平成１９年４月１日から指定管理者制度を導入し、平成２２年度から２期目（平

成２２年度～平成２４年度）を迎えた。そして、平成２５年度から３期目を迎えるこ

とから、今年度中に、制度導入の成果を十分に検証するとともに、他の団体の状況等

も調査していく必要がある。 

⑵ 美術館 

開館当初より収蔵庫が狭小であったため、既存収蔵庫の９割程度の収蔵作品が収蔵

されている状態にあり、作品の適正管理上からも、新たな収蔵スペースの確保が必要

である。（現在、２，０００点余りの美術作品及び資料を収蔵している。） 

文化エリア内での収蔵庫の増改築を検討している。 

また、文化エリア駐車場についても、美術館専用駐車場（１３台）及び図書館との

共用駐車場（４５台）のみで、企画展等の際に駐車場が不足する状況が見られること
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から、検討が必要である。 

⑶ 図書館 

今日、テレビやインターネットなどの様々な情報メディアの発展・普及により､子ど

もを取り巻く環境や生活スタイルも変化し､子どもの「活字離れ」や「読書離れ」等が

懸念されており、読書の必要性が再認識されてきている。ブックスタート事業の展開、

「田川市子ども読書推進計画書」の運用、ボランティア団体の育成などを行い、読書

の重要性及び本を読む楽しみを伝えていかなければならない。 

また、郷土資料・地域行政資料等の整理充実も継続的に行っていかなければならな

い。 

⑷ 石炭・歴史博物館 

平成１７年度より館の名称を「田川市石炭・歴史博物館」と改名し、登録博物館と

しての機能の充実に努めてきた。近年では当博物館や近代化遺産に対する関心も高く

なってきている。 

あわせて、平成２３年５月に博物館所蔵の「山本作兵衛コレクション」が国内で初

めてユネスコ世界記憶遺産に登録されてことにより、さまざまな課題が浮上した。今

後は、資料の保存を最優先に考慮し、関係各課と連携して課題の解決にあたる必要が

ある。 

⑸ 文化施設の耐震調査 

平成２４年度に、田川文化センター及び図書館の耐震調査を、平成２５年度には、

田川青少年文化ホールの耐震調査を行うこととしている。 

調査結果を受け、適切な施設の維持管理を図る必要がある。 
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美 術 館 主 要 事 業 

 

事 業 名 概 要 開催期間 

大内田茂士・大内田敬 

二人展 

旧朝倉郡出身の洋画家大内田茂士と、その長男である洋画家

大内田敬の二人展。本年の第２１回英展で大内田敬に賞選定委

員を依頼するこの機会に、２代にわたる芸術を紹介する。 

4/10 ～

5/13 

30日間 

第２１回 英展 

美術館開館の翌年から開催。画壇の新鋭発掘、育成、俊英作

家の顕彰及び地元美術界の高揚をめざすことを目的としてい

る。第２１回のテーマは「自然・風景」 

7/3～7/29 

24日間 

夜 の 美 術 館 
平成９年度より実施。夏の恒例行事として、例年好評の美術

史講座。 

9/6、9/13、

9/20、9/27 

4日間 

第４９回 

公募田川美術展 

地元で活発な芸術活動を行っている田川美術協会との共催

展。一般公募の部と会員の作品を紹介する。 

10/16 ～

10/28 

12日間 

千田梅二とうえだひろし

炭坑の版画家 二人展 

遠賀郡水巻町の日本炭礦高松坑で出会い、ともに版画家とな

った千田梅二と、うえだひろし。炭坑時代の創作活動を基盤に、

独自の作風を展開した二人を、水巻町歴史資料館との共催で紹

介する。 

11/10 ～

12/24 

39日間 

「しごとば」 

鈴木のりたけ絵本原画展 

絵本作家鈴木のりたけによる絵本「しごとば」シリーズの原

画展。緻密な描写で様々な職業の秘密に迫る絵本の原画を、実

際の道具などとともに展示し、「仕事」というものを意識しつ

つ、親子で楽しめる内容とする。 

1/5～2/11 

33日間 

第２１回 田川の子ども

たちによる絵画展 

美術館の例年の主要展の一つ。田川市郡小、中、高生を対象

に入選作９００点余を展示、入賞者を表彰する。 

2/16 ～

3/10 

20日間 

ワークショップ 
小学生対象の「小学生のためのワークショップ」及び一般を

対象とした「美術館ワークショップ」を開催。 

10月・3月 

（予定） 

コレクション展 収蔵作品を活用した展覧会。 60日間 
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図 書 館 主 要 事 業 

 

事 業 名 概 要 開催期間 

○学校図書館協議会との共催 
児童・生徒の読書への関心を高め、豊かな

心を育むことを目的とする。 
 

第５２回 

読書感想文コンクール 
小・中学生を対象に募集。優秀作品集発行 1月末予定 

第４３回 

読書感想画コンクール 
小・中学生を対象に募集。作品の展示 1月予定 

第４６回 こども童話発表会 小学生低学年・高学年を対象に募集。 11月予定 

学校図書館司書との交流 実務レベルでの情報交換 適宜 

○田川郷土研究会との協動 
郷土の歴史等について、市民への啓蒙を図

り、興味を喚起する。 
 

郷土史公開講座 郷土研究会会員による市民への講座 3月（2～3回） 

○ボランティア団体との協働 
ボランティア団体に活動の場を提供し、 

子どもたちの読書への関心を高める。 
 

絵本の読み聞かせ・ビデオ放映 ボランティア・職員による読み聞かせ等 
第2・4金曜日、 

毎週土曜日 

子ども読書の日イベント 紙芝居・読み聞かせ等実施 4月28日 

読書まつり 
読書週間に合わせたイベント。 

読み聞かせ等 

10月下旬～ 

11月上旬予定 

図書館クリスマス会 大型絵本の読み聞かせ、パネルシアター他 12月 

○図書館独自事業 読書意欲の喚起を促すための独自事業  

夏休み読書マラソン 

紙芝居（水曜日） 

夏休み期間中の児童・生徒の読書習慣をつ

けることを目的。 
夏休み期間中 

本読みボランティア養成講座 
外部講師を招いての絵本の読み聞かせの

指導。 

1月予定 

（2回） 

除籍図書リサイクル 
不要になった資料や寄贈図書を無料で学

校等へ提供。 
3月 

ブックスタート事業 

７ヶ月児検診会場で、ブックスタートにつ

いての説明の言葉とともに絵本を入れた布

バックを配布。 

第4金曜日 
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石炭・歴史博物館主要事業 

 

事 業 名 概 要 開催期間 

国史跡指定推進事業 

国史跡指定にかかる事務及び旧三井田川

鉱業所伊田坑の試掘調査（国庫補助事業）等

の調査研究。 

通年 

博物館展示物の保全と改善 
屋外展示物の保全と館内展示パネルの改

修と改善。 
通年 

世界記憶遺産登録1周年記念 

「山本作兵衛が見た筑豊炭田」 

「山本作兵衛コレクション」がユネスコ世

界記憶遺産登録１周年を記念し、原画を特別

公開する企画展を開催。 

4/28～5/27 

博物館企画展 

「炭坑の友子展」（仮称） 

「山本作兵衛展」（仮称） 

夏は、近年筑豊で確認された炭坑の友子に

ついての企画展を行い、秋は世界記憶遺産

「山本作兵衛コレクション」に関連した展示

を行う。 

夏）7/21～8/26 

秋）11/3～12/9 

（予定） 

館長講座 

筑豊の炭坑をテーマにした館長による講

演や、炭坑経験者を講師に招いた講座を月１

回、全１１回開催。 

毎月土曜日 

（全11回） 

ミュージアム活性化支援事業 

世界記憶遺産「山本作兵衛コレクション」

の保存活用にかかる事業を国庫補助事業で

実施。 

通年 

博物館研修講座（教職員対象） 田川市郡内教職員を対象とした研修講座。 8月予定 

体験学習「石炭を燃やそう」「勾

玉づくり」 

石炭を実際に燃やす体験学習と、古代のア

クセサリーである勾玉をつくる体験学習を

行う。 

石炭）5/5 他 

勾玉）夏休み 

期間中 

文化財探訪 県内の文化財を見学する講座。 3月頃 

出前授業 
学芸員が小・中学校や公民館等に出向き、

出前授業を行う。 
随時 

刊行物の作成 

「石炭・歴史博物館だより」（１０号）の

作成。「館報」（６号）、「炭坑の語り部Ⅲ」  

記録集の作成。 

たより）秋頃予定 

館 報 ）3月 

記録集）3月 

関係団体との連携 
筑豊地区の石炭関連資料館及び団体や、全

国産炭地の関係団体との連携。 
随時 

文化財保護事業 
市内指定文化財の保存管理と埋蔵文化財

の保護等。 
随時 
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田川文化センター・田川青少年文化ホール主要事業 

 

事 業 名 概 要 開催期間 

春季市民文化祭 

市民の生活に根ざした生活文化の復興と、市民文化

の創造と発展に資することを目的とし、文化団体等の

発表の場として、田川文化センター・田川青少年文化

ホール等で開催される。 

4／1～5／31 

懐かしの名画祭 

文化庁より優れた懐かしの名画を誘致し、一般市民

に映画鑑賞の機会を提供する。 

１９４０年代以降の日本の名画４作品を２日間で３

作品ずつ上映。 

今年で１９回目の実施。 

7月下旬～8月上旬 

2日間 

芸術文化体験事業 

子どもたちに良質の舞台芸術を鑑賞する機会を提供

し、芸術文化活動への参加意欲を喚起するために、市

内の小・中学校を対象として実施される。 

平成２４年度は「寄席」を上演予定。 

9月25日（予定） 

ふくおか県民文化

祭２０１２ 

オープニングイベ

ント 

多くの県民に優れた芸術文化を鑑賞する機会と、日

頃の文化活動の成果を発表する場を提供し、新たな県

民文化の創造と発展を期する文化祭のオープニングイ

ベントを田川の地域性を生かしながら展開する。 

10月6日（土） 

秋季市民文化祭 

市民の生活に根ざした生活文化の復興と、市民文化

の創造と発展に資することを目的とし、文化団体等の

発表の場として田川文化センター・田川青少年文化ホ

ールをメイン会場に共催事業で実施する。 

メイン行事は１１月１０日開催予定の「こども音 

楽祭」。市内園児、小・中学生、一般市民による楽器演

奏、吹奏楽、合唱など日頃の練習成果を発表する。 

平成２４年度は第３０回目の開催を記念し、ふくお

か県民文化祭２０１２の子ども文化事業を活用し、童

謡コンサートを開催予定。 

10／1～11／30 
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田川文化センター・田川青少年文化ホールの指定管理者が行う自主事業計画（紹介） 

１ 有名アーティストによるコンサート（７月実施予定） 

２ こども祭り（７～８月実施予定） 

３ チャリティーコンサート（８月実施予定） 

４ まほろば田川民芸展（平成２５年２月実施予定） 

５ 著名人による講演会（年３回実施予定） 

６ 絵手紙教室（年４回実施予定） 

７ 介護士育成講座（６～１２月実施予定） 

※ 会館の利用状況により、事業内容等の変更がある。 

 



    

    

    

    

資資資資                            料料料料    
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教育委員会 

教育委員 

平成２４年４月１日現在 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

区分 
（ふりがな） 

氏名 
性別 

現在の任期 

（委員長職等の任期） 
過去の在任期間 

委 員 

（委員長） 柏 村
か し む ら

晶 子
あ き こ

 女 
Ｈ21.10.11～Ｈ25.10.10 

（Ｈ23.10.1～Ｈ24.9.30） 

Ｈ13.10.11～Ｈ21.10.10 

（Ｈ21.10.1～Ｈ23.9.30） 

委 員 
（委員長職務代

理） 

神 崎
か ん ざ き

陽 子
よ う こ

 女 
Ｈ20.10.11～Ｈ24.9.30 

（Ｈ23.10.1～Ｈ24.9.30） 
Ｈ16.10.1～Ｈ20.9.30 

委 員 瀬 戸
せ と

郁 則
いくのり

 男 Ｈ20.10.1～Ｈ24.9.30 Ｈ16.10.1～Ｈ20.9.30 

委 員 毛利
も う り

眞一郎
しんいちろう

 男 Ｈ23.12.25～Ｈ27.12.24 Ｈ22.1.1～Ｈ23.12.24 

委 員 

（教育長） 尾
お

垣
が き

有 三
ゆうぞう

 男 
Ｈ22.10.8～Ｈ26.10.7 

（Ｈ22.10.8～Ｈ26.10.7） 

Ｈ21.7.1～Ｈ22.10.7 

（Ｈ21.7.1～Ｈ22.10.7） 

委員長 

柏村 晶子 

委員長職務代理 

神崎 陽子 

委 員 

瀬戸 郁則 

委 員 

毛利 眞一郎 

教育長 

尾垣 有三 
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育
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長
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兼
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主
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課
長

補
佐

学
芸

員

嘱
託

嘱
託

嘱
託

嘱
託

林
　

恵
美

子

村
上

　
美

帆

城
上

　
　

純

寳
村

　
　

愛

坂
木

　
留

依

原
　

　
生

子
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線
5
7
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河
内

　
佑

衣

越
知

　
重

幸

中
島

　
　

亮

井
上

　
美

香

杉
本

　
聡

子
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野

　
由

美

樋
柴

あ
さ

み

圓
口

　
篤

子

宇
野

　
洋

子

公
民

館
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ス
ポ

ー
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係

（
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線
5
6
5
・

5
6
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伊
藤

　
真

哉

青
少

年
対

策
室

松
浦

　
　

 
司

杉
山

か
お

り

池
永

　
恭

子

平
川

　
裕

之

森
　

さ
つ

き

井
上

　
政

恵

中
村

佐
知

子

小
田

　
徹

子
大
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雅
子

岡
本

　
健

一

今
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亘

平
井
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隆

森
　

真
弓

美

山
田

　
靖

恵

宮
島

　
恵

子

島
本

　
弥

生

四
郎

丸
裕

子

樋
口

　
莉

紗

立
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洋

子

内
田

　
桂

子

森
田

　
恵

子

前
橋

　
恭

子

高
島

加
代

子

香
月

　
英

香

山
本

　
由

香

塩
水

　
洋

子

馬
場

　
静

恵

中
山

　
洋

子

政
時

　
　

愛

古
木

　
美

保

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

指
導

員

阪
東

　
敦

子

加
治

　
智

子

瀬
口

　
美

華

濱
口

美
代

子

沖
永

　
道

代

中
江

美
由

紀

谷
本

み
さ

お

2
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重
岡

　
幸

子

品
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恵
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永
井

　
節

子

梅
野

　
美

枝

池
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智

子
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村
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衣
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杉
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友
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古
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久
仁

子

中
藤

　
典

子
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村
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子

谷
口

　
美

保

神
垣

　
　

恵

岩
永

美
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石
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里
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恵

古
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光
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児
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補
助

指
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木
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庄
光

恵
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福
本

　
　

寛

宮
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美

保

石 炭 ・ 歴 史 博 物 館

美 　 術 　 館
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恵

太
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畑

　
公
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佐
土

嶋
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佳

谷
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治

達

荒
木
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香
月

　
正

恵

倉
原

　
貴

保

中
村

　
秀

子

（
内

線
5
6
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）

吉
柳

　
雄

太

奥
　

 
優

子

酒
井

　
大

祐

学
習

振
興

・
人

権
教

育
係

図
書

館

原
　

　
俊

英

（
内
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5
7
1
・

5
8
0
）

八
代

　
聖

華

大
原

　
一

義

（
内

線
5
7
1
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5
8
0
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平
澤

　
建

太

奥
永

　
秋

弘

藤
井

 
　

崇

文
　

化
　

課

文
化

係

大
原

　
一

義

永
岡

る
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子

福
田
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学
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平
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本
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ト レ ー ニ ン グ

　 　 　 セ ン タ ー

総 合 グ ラ ウ ン ド

猪 位 金 グ ラ ウ ン ド

船 尾 武 道 館

大
野

　
照

美

臼
木

小
夜

子

政
時

　
久

美

４７



 ４８ 

 

○○○○    平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年    教育委員会審議事項教育委員会審議事項教育委員会審議事項教育委員会審議事項    

 

平成２３年 

   １月１２日 議案第 １号 平成２３年度教育費当初予算について 

議案第 ２号 田川市立学校司書員の任用に関する規程の制定につ 

いて 

議案第 ３号 田川市育英資金条例施行規則の一部改正について 

２月 ９日 議案第 ４号 平成２２年度教育費（３月補正）予算要求について 

議案第 ５号 田川市教育職員の任用、賃金に関する規則の一部改正

について 

   ３月 ９日 議案第 ６号 田川市教育委員会事務委任及び臨時代理規則の一部改

正について 

         議案第 ７号 田川市石炭・歴史博物館等運営協議会委員の委嘱（交

代）について 

         議案第 ８号 田川市育英資金委員会委員の任命について 

   ４月 ７日 議案第 ９号 田川市立学校管理規則の一部改正について 

   ６月 ８日 議案第１０号 平成２３年度教育施策方針について 

         議案第１１号 平成２４年春の叙勲候補者について 

         議案第１２号 平成２３年度田川市立学校学校評議員の委嘱について 

         議案第１３号 学校適正規模について 

         議案第１４号 田川市社会教育委員の委嘱について 

   ７月 ７日 議案第１３号 学校適正規模について 

         議案第１５号 田川市文化財専門委員会委員の委嘱について 

         議案第１６号 平成２２年度教育に関する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価報告書について 

   ８月１０日 議案第１３号 学校適正規模について 

         議案第１７号 田川市教育委員会事務局処務規則及び田川市教育委員

会公印規則の一部改正について 

         議案第１８号 平成２３年度教育費（９月補正）予算要求について 

         議案第１９号 平成２４年度使用中学校教科用図書の採択について 

      議案第２０号 田川市就学指導委員会委員の委嘱について 

   ９月 ６日 議案第１３号 学校適正規模について 

 

   ９月 ６日 議案第２１号 田川市美術館条例施行規則及び田川市石炭・歴史博物

館設置条例施行規則の一部改正について 

  １０月 ５日 議案第１３号 学校適正規模について 

      議案第２２号 田川市立学校学校司書員の任用に関する規程の一部改

正について 



 ４９ 

 

         議案第２３号 平成２３年度田川市教育功労者の選考について 

         議案第２４号 田川市石炭・歴史博物館等運営協議会委員の委嘱（交

代）について 

  １０月２６日 議案第１３号 学校適正規模について 

  １１月 ９日 議案第２５号 平成２３年度教育費（１２月補正）予算要求について 

議案第２６号 田川市公民館運営審議会委員の委嘱について 

   議案第２７号 田川市スポーツ振興審議会設置条例の一部改正につい

て 

      議案第２８号 田川市体育施設条例の一部改正について 

      議案第２９号 田川市中央公民館の設置及び管理に関する条例の一部

改正について 

       議案第３０号 田川市勤労青少年ホームの設置及び管理に関する条例

の廃止について 

１２月 ７日 議案第３１号 平成２４年度田川市立小・中学校県費負担教職員人事

異動方針について 

   議案第３２号 平成２４年秋の叙勲候補者の推薦について 

       議案第３３号 田川市体育指導委員規則の全部改正について 

１２月２７日 議案第３４号 田川市公民館運営審議会委員の委嘱（追加）について 



 ５０ 

 

【学校一覧】 

学 校 名 所 在 地 電話番号 

猪 位 金 小 学 校 田川市大字猪国２５５９番地 （４４）２０５４ 

弓 削 田 小 学 校 田川市大字弓削田４９９番地 （４４）０１００ 

後 藤 寺 小 学 校 田川市宮尾町１番９号 （４４）０１２４ 

大 浦 小 学 校 田川市大字奈良１６１６番地 （４４）０３８３ 

大 藪 小 学 校 田川市大字川宮１６４５番地２ （４４）０２８２ 

田 川 小 学 校 田川市栄町４番２３号 （４４）１１２３ 

鎮 西 小 学 校 田川市大字伊田１９４６番地１ （４４）０７０２ 

伊 田 小 学 校 田川市大字伊田４３９０番地 （４４）１３０９ 

金 川 小 学 校 田川市大字糒１７７１番地 （４４）１１８３ 

猪 位 金 中 学 校 田川市大字位登５０９番地 （４４）０４９７ 

弓 削 田 中 学 校 田川市大字弓削田１２２２番地 （４４）０４８４ 

後 藤 寺 中 学 校 田川市大黒町１１番６９号  （４４）００８７ 

田 川 中 学 校 田川市大字糒１９５９番地 （４４）１１８０ 

鎮 西 中 学 校 田川市大字伊田２０２４番地 （４４）１１８２ 

伊 田 中 学 校 田川市大字夏吉１９７番地１ （４４）１０８８ 

金 川 中 学 校 田川市大字糒２５８番地 （４４）０５９１ 

中 央 中 学 校 田川市中央町３番７１号 （４４）２０１３ 

後 藤 寺 幼 稚 園 田川市宮尾町１番９号 （４４）０９０６ 

伊 田 幼 稚 園 田川市大字伊田４３９０番地 （４４）４４１１ 

 

【教育施設一覧】 

施 設 名 所 在 地 電話番号 

田川市立図書館 田川市新町１１番６１号 （４４）０３８４ 

田川市美術館 田川市新町１１番５６号 （４２）６１６１ 

田川市石炭・歴史博物館 田川市大字伊田２７３４番地１ （４４）５７４５ 

産業ふれあい館 田川市大字伊田２７３４番地１ （４４）５７４５ 

田川文化センター 田川市平松町３番３６号 （４４）６４７０ 

田川青少年文化ホール 田川市平松町３番３６号 （４４）６４７０ 

田川市民会館 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）５１１０ 

田川市総合体育館 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市弓道場 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市市民テニスコート 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市総合グラウンド 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市こがねが丘陸上競技場 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市トレーニングセンター 田川市大字伊田２５５０番地１ （４４）７３７０ 

田川市市民球場 田川市大字伊田２７４５番地２ （４４）７３７０ 

田川市市民プール 田川市大字伊田２７４５番地２ （４５）７６５４ 

田川市猪位金球場 田川市大字猪国５３８番地 （４４）７３７０ 

田川市猪位金グラウンド 田川市大字猪国５３８番地 （４４）７３７０ 

船尾武道館 田川市大字弓削田２８３８番地 （４４）７３７０ 

 


